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2. 施設の利用（施設の供用）に伴う影響の予測・評価 

(1) 環境の保全及び創造のための措置 

予測及び評価の前提とした環境の保全及び創造のための措置は次に示すとおりである。 

・空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し、適切な維持管理を行う。 

・適切な遮光フードの採用、照明器具の適正配置により、会場予定地外及び（仮称）舞洲駐車

場予定地外に生息・生育する動植物への影響を可能な限り低減する。 

・建築物の外壁等は可能な限り防音性の高い資材を採用する。 

・来場者の車両は原則として主要な通行ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来

場者の車両による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

・グリーンワールド等の整備における植栽樹種は在来種を中心に設定し、静けさの森にも緑地

を設置することにより動物が利用可能な空間とする。 

・ウォーターワールドは、水辺に生息する鳥類に配慮して開放水面を可能な限り確保する。 

・夢洲 1区の内水面付近は、2025年度末まで、草刈りなどの対策を大阪市等と調整し実施する

ことにより、裸地を利用する鳥類が利用できるよう検討する。 

・ウォーターワールドの沈殿池は地盤改良工事の予定がなく、浅場や羽休め等の休息の場とし

て鳥類の利用が可能であると考えられる。また、ウォーターワールドの南東部は、工事で移

動させた底質土砂の一部等を大阪市と連携し適切な場所に戻し、水位を回復させることで浅

場となり、水辺を利用する鳥類が利用できるよう検討する。 

 

(2) 予測内容 

施設の利用（施設の供用）における陸域生態系への影響について、陸域生態系の現況及び関連

する環境要素を踏まえ、上位性及び典型性注目種の生息環境、採餌、繁殖への影響を予測した。

予測内容は表 5.12.33に示すとおりである。 

 

表 5.12.33 予測内容 

予測項目 予測範囲・地点 予測時点 予測方法 

施設の利用（施設の供

用）による陸域生態系

への影響 

会場予定地及び（仮

称）舞洲駐車場予定

地とその周辺地域 

開催期間中の影響が最

大となる時期 

現地調査結果、生態特性、事業計

画及び環境の保全及び創造のた

めの措置を踏まえた定性予測 

 

(3) 予測結果 

予測結果は表 5.12.34(1)～(12)に示すとおりである。 
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表 5.12.34(1) 上位性（チュウヒ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

チュウヒ 

生息環境への影響 本種は会場予定地内外で確認されたが、冬季及び春季における

飛翔のみの確認であり繁殖に係わる行動は確認されなかった。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期

間中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するチュウヒの生

息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物はネズミ類、小鳥類及びカエル類等である

が、これらの動物は調査範囲において広く生息が確認されてい

る。 

会場内に整備するグリーンワールド及び静けさの森の植栽は、

本種の餌となる小鳥類等が開催期間中も利用することが可能と考

えられる。また、本種は近隣の野鳥園において確認されているこ

とから、開催期間中に野鳥園を餌場として利用することが可能と

考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の上位性を代表するチュウヒの採餌に及ぼす影響は小

さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するチュウヒの

繁殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.34(2) 上位性（チョウゲンボウ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

チョウゲンボウ 

生息環境への影響 本種は春季を除いて会場予定地内外で確認され、飛翔、とま

り、採餌が確認されたが繁殖に係わる行動は確認されなかったこ

とから、夢洲及び舞洲を採餌や休息等に利用していると考えられ

る。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期

間中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。ま

た、夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。加えて、グリーンワ

ールド等では在来種を中心に植栽した緑地を設置することによ

り、本種が一時的に利用することも可能と考えられる。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するチョウゲンボ

ウの生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物はネズミ類、小鳥類及び昆虫類であるが、

これらの動物は調査範囲において広く生息が確認されている。 

餌動物は調査範囲に広く生息しており、会場内に整備するグリ

ーンワールド及び静けさの森の植栽は、本種の餌となる小鳥類等

が開催期間中も利用することが可能と考えられる。また、本種は

近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間中に野

鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の上位性を代表するチョウゲンボウの採餌に及ぼす影

響は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するチョウゲン

ボウの繁殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.34(3) 上位性（ハヤブサ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

ハヤブサ 

生息環境への影響 本種は会場予定地内外で確認されたが、会場予定地内では飛翔

のみの確認で、繁殖に係わる行動は確認されなかった。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期

間中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。ま

た、夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するハヤブサの生

息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は中型の小鳥類であるが、これらの鳥類は

調査範囲において広く生息が確認されている。 

会場内に整備するグリーンワールド及び静けさの森の植栽は、

本種の餌となる小鳥類等が開催期間中も利用することが可能と考

えられる。また、本種は近隣の野鳥園において確認されているこ

とから、開催期間中に野鳥園を餌場として利用することが可能と

考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の上位性を代表するハヤブサの採餌に及ぼす影響は小

さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 3 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するハヤブサの

繁殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.34(4) 上位性（ミサゴ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

ミサゴ 

生息環境への影響 本種は会場予定地内外及び（仮称）舞洲駐車場予定地内外で広

く確認されたが繁殖に係わる行動は確認されなかった。 

本種は会場予定地外、（仮称）舞洲駐車場予定地外で確認されて

いること及び近隣の野鳥園において確認されていることから、開

催期間中においてもこれらの場所を休息等に利用することが可能

と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するミサゴの生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は魚類であるが、魚類は事業計画地周辺海

域において広く生息が確認されている。 

また、開催期間中の排水は放流基準を満たす処理を行った後に

下水道へ放流する計画であるため採餌への影響は回避されること

から、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の周辺海域に生

息する魚類の生息環境への影響はないと予測され、陸域生態系の

上位性を代表するミサゴの採餌に及ぼす影響はないと予測され

る。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するミサゴの繁

殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.34(5) 上位性（アオサギ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性 

アオサギ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外の開放水面、水際部

及び湿地で広く確認され、舞洲では（仮称）舞洲駐車場予定地外で

広く確認された。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間

中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し適

切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高い資

材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、照明器

具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減するよう配

慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行ルート以外

を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両による騒音等

の影響を可能な限り低減する。加えて、グリーンワールド等では在

来種を中心に植栽した緑地を設置すること、ウォーターワールドで

は開放水面を確保することにより、本種が一時的に利用することも

可能と考えられる。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するアオサギの生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は昆虫類、両生類、魚類、甲殻類やネズミ等

の小哺乳類であるが、これらの動物は調査範囲において広く生息が

確認されている。 

餌動物は調査範囲に広く生息しており、会場内に整備するグリー

ンワールド及び静けさの森の植栽は、本種の餌となる昆虫類等が開

催期間中も利用することが可能と考えられる。また、本種は近隣の

野鳥園において確認されていることから、開催期間中に野鳥園を餌

場として利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し適

切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高い資

材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、照明器

具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減するよう配

慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行ルート以外

を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両による騒音等

の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の周

辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、陸域

生態系の上位性を代表するアオサギの採餌に及ぼす影響は小さいと

予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 9 月頃であるため開催期間と重なるが、

現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認されなか

った。また、会場予定地及びその周辺には本種が営巣可能な高木の

針葉樹や落葉広葉樹のまとまった樹林は存在しないことから、陸域

生態系の上位性を代表するアオサギの繁殖に及ぼす影響はないと予

測される。 
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表 5.12.34(6) 典型性（カモ類）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

カモ類 

生息環境への影響 カモ類は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞

洲駐車場予定地内外の開放水面で、特に冬季に広く確認された。 

会場予定地外の夢洲 1 区の内水面では工事は行われず、夢洲の

会場予定地で確認された場所の一部はウォーターワールドとして

整備される予定であることから、開催期間中もこれらの水辺を利

用することが可能と考えられる。また、カモ類は近隣の野鳥園に

おいて確認されていることから、開催期間中においても野鳥園を

利用することが可能と考えられる。さらに、ウォーターワールド

の整備においては、関係機関などと調整し、水辺を利用する鳥類

が利用できるよう検討する。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するカモ類の生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 カモ類の主要な餌生物は水生植物や水生昆虫類等であるが、こ

れらの餌生物は調査範囲において広く確認されている。また、カ

モ類は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間

中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息・生育環境への影響は小さいと予測

され、陸域生態系の典型性を代表するカモ類の採餌に及ぼす影響

は小さいと予測される。 

繁殖への影響 カルガモの繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため開催期間と重な

るが、開催期間中においては、設備や建設機械等による影響を出

来る限り低減するよう配慮する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するカモ類の繁殖

に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.34(7) 典型性（シギ・チドリ類）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

シギ・チドリ類 

生息環境への影響 シギ・チドリ類は、調査期間をとおして会場予定地内外及び

（仮称）舞洲駐車場予定地内外の水際部、湿地、裸地で広く確認

された。 

会場予定地外の夢洲 1 区の内水面では工事は行われず、シギ・

チドリ類は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催

期間中においても会場予定地外の夢洲 1 区の内水面や野鳥園を休

息等に利用することが可能と考えられる。また、夢洲 1 区の内

水面付近においては、草刈りの実施等の対策を大阪市等と調整す

ることにより、裸地を利用する鳥類が利用できるよう検討する。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するシギ・チドリ

類の生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 シギ・チドリ類の主要な餌生物は昆虫類、貝類、ゴカイ類等で

あるが、これらの動物は調査範囲において広く生息が確認されて

いる。 

会場内に整備するグリーンワールド及び静けさの森の植栽は、

本種の餌となる昆虫類等が開催期間中も利用することが可能と考

えられる。また、シギ・チドリ類は近隣の野鳥園において確認さ

れていることから、開催期間中に野鳥園を餌場として利用するこ

とが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。以上のことから、会

場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の周辺に生息する餌生物

の生息環境への影響は小さいと予測され、陸域生態系の典型性を

代表するシギ・チドリ類の採餌に及ぼす影響は小さいと予測され

る。 

繁殖への影響 シギ・チドリ類の繁殖期は 3 月から 7 月頃であるため開催期間

と重なるが、確認されたシギ・チドリ類の多くが旅鳥及び冬鳥で

ある。 

シギ・チドリ類の多くは近隣の野鳥園において確認されている

ことから、開催期間中においても野鳥園を利用することが可能と

考えられることから、陸域生態系の典型性を代表するシギ・チド

リ類の繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.34(8) 典型性（コアジサシ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

コアジサシ 

生息環境への影響 本種は会場予定地内外で営巣及び抱卵が確認されたが、会場予

定地周辺の大阪湾岸域でも繁殖が確認されている。 

夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。また、本種は近隣の野鳥園において確認されて

いることから、開催期間中においても野鳥園を利用することが可

能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するコアジサシの

生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は小型魚類であるが、小型魚類は事業計画

地周辺の調査海域において広く生息が確認されている。 

周辺海域では飛翔が確認され、採餌しているものと考えられる

が、開催期間中の排水は放流基準を満たす処理を行った後に下水

道へ放流する計画であることから餌生物の生息環境である海域の

水質への影響はない。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺海域に生息する魚類の生息環境への影響はないと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するコアジサシの採餌に及ぼす影響は

ないと予測される。 

繁殖への影響 会場予定地内外の裸地で営巣及び抱卵が確認されたが、会場予

定地周辺の大阪湾岸域でも繁殖が確認されている。 

本種の繁殖期は 5 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、夢洲 1 区の内水面付近において、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地として利用できるよう検討

する。また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることか

ら、開催期間中においても野鳥園を利用することが可能と考えら

れる。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するコアジサシの

繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.34(9) 典型性（ヒバリ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

ヒバリ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞洲

駐車場予定地内外の草地や裸地で広く確認された。 

夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。また、本種は近隣の野鳥園において確認されて

いることから、開催期間中においても野鳥園を利用することが可

能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するヒバリの生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は草の実や昆虫類であるが、これらの餌生

物は調査範囲において広く確認されている。 

餌生物は調査範囲に広く分布しており、会場内に整備するグリ

ーンワールド及び静けさの森の植栽は、本種の餌となる昆虫類等

が開催期間中も利用することが可能と考えられる。また、本種は

近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間中に野

鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息・生育環境への影響は小さいと予測

され、陸域生態系の典型性を代表するヒバリの採餌に及ぼす影響

は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、本種の営巣に適した草地は事業計画地周辺にも存在するた

め、開催期間中にそれらの場所を利用して繁殖することも可能と

考えられる。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期

間中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するヒバリの繁殖

に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.34(10) 典型性（セッカ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

セッカ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞洲

駐車場予定地内外の草地で広く確認された。 

本種は、会場予定地外及び（仮称）舞洲駐車場予定地外に加え

て近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間中に

おいてもこれらの場所を利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するセッカの生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は昆虫類等であるが、昆虫類等は調査範囲

において広く生息が確認されている。 

餌動物は調査範囲に広く生息しており、会場内に整備するグリ

ーンワールド及び静けさの森の植栽は、本種の餌となる昆虫類等

が開催期間中も利用することが可能と考えられる。また、本種は

近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間中に野

鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するセッカの採餌に及ぼす影響は小さ

いと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 9 月頃であるため開催期間と重なる

が、本種の営巣に適した草地は事業計画地周辺にも存在するた

め、開催期間中にそれらの場所を利用して繁殖することも可能と

考えられる。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期

間中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するセッカの繁殖

に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.34(11) 典型性（オオヨシキリ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

オオヨシキリ 

生息環境への影響 本種は、春季から秋季にかけて会場予定地内外及び（仮称）舞

洲駐車場予定地内外の草地で確認された。また、本種は近隣の野

鳥園において確認されていることから、開催期間中においても野

鳥園を利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するオオヨシキリ

の生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は昆虫類等であるが、昆虫類等は調査範囲

において広く生息が確認されている。 

餌動物は調査範囲に広く生息しており、会場内に整備するグリ

ーンワールド及び静けさの森の植栽は、本種の餌となる昆虫類等

が開催期間中も利用することが可能と考えられる。また、本種は

近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間中に野

鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するオオヨシキリの採餌に及ぼす影響

は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 5 月から 8 月頃であるため開催期間と重なる

が、本種の営巣に適した草地は事業計画地周辺にも存在するた

め、開催期間中にそれらの場所を利用して繁殖することも可能と

考えられる。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期

間中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するオオヨシキリ

の繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.34(12) 典型性（ハクセキレイ）予測結果（施設の利用（施設の供用）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

ハクセキレイ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞洲

駐車場予定地内外の水際部、湿地、草地、裸地及び市街地で広く

確認された。 

夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。また、本種は近隣の野鳥園において確認されて

いることから、開催期間中においても野鳥園を利用することが可

能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。加えて、グリーンワ

ールド等では在来種を中心に植栽した緑地を設置することによ

り、本種が一時的に利用することも可能と考えられる。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するハクセキレイ

の生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は昆虫類であるが、昆虫類は調査範囲にお

いて広く生息が確認されている。 

餌動物は調査範囲に広く生息しており、会場内に整備するグリ

ーンワールド及び静けさの森の植栽は、本種の餌となる昆虫類等

が開催期間中も利用することが可能と考えられる。また、本種は

近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間中に野

鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

空調設備等は可能な限り低騒音型及び低振動型の設備を採用し

適切な維持管理を行い、建築物の外壁等は可能な限り防音性の高

い資材を採用する。また、照明設備は適切な遮光フードの採用、

照明器具の適正配置を行い、会場外への影響を出来る限り低減す

るよう配慮する。さらに、来場者の車両は原則として主要な通行

ルート以外を通行しないよう誘導することにより、来場者の車両

による騒音等の影響を可能な限り低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するハクセキレイの採餌に及ぼす影響

は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 5 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、本種の営巣に適した構造物の鉄骨の上、換気扇の中、軒下の

窪み等の人工的な環境は調査範囲に広く存在すると考えられるた

め、本種は開催期間中にそれらの場所を利用して繁殖することも

可能と考えられる。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するハクセキレイ

の繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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(4) 評価 

① 環境保全目標 

施設の利用（施設の供用）に係る陸域生態系の環境保全目標は、「環境への影響を最小限にと

どめるよう、環境保全について配慮されていること」、「法令を遵守するとともに、国、大阪府

及び大阪市の自然環境に関する計画又は方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこ

と」、「事業計画地周辺の生態系に著しい影響を及ぼさないこと」とし、本事業の実施が、会場

予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地並びにその周辺に生息する上位性注目種（チュウヒ、チ

ョウゲンボウ、ハヤブサ、ミサゴ及びアオサギ）、典型性注目種（カモ類、シギ・チドリ類、コ

アジサシ、ヒバリ、セッカ、オオヨシキリ及びハクセキレイ）に及ぼす影響について、予測結

果を環境保全目標と照らし合わせて評価した。 

 

② 評価結果 

上位性(チュウヒ、チョウゲンボウ、ハヤブサ、ミサゴ及びアオサギ)並びに典型性（カモ類、

シギ・チドリ類、コアジサシ、ヒバリ、セッカ、オオヨシキリ及びハクセキレイ）に係る生息

環境、繁殖及び採餌への影響については、環境の保全及び創造のための措置を確実に実施する

ことにより影響は小さいと予測された。 

以上のことから、施設の利用に係る陸域生態系に及ぼす環境影響は、実行可能な範囲内でで

きるかぎり回避または低減されており、環境保全目標を満足するものと評価する。 
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3. 建設・解体工事（建設機械の稼働及び土地の改変・解体）に伴う影響の予測・評価 

(1) 環境の保全及び創造のための措置 

予測及び評価の前提とした環境の保全及び創造のための措置は次に示すとおりである。 

・工事関係者による工事区域外への不要な立ち入りを禁止する。 

・騒音及び振動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用する。 

・夜間工事を行う場合には、工事を最小限にとどめ、適切な遮光フードの採用、照明器具の適

正配置により、会場予定地外及び（仮称）舞洲駐車場予定地外に生息・生育する動植物への

影響を可能な限り低減する。 

・会場予定地内の工事中の雨水等は、会場予定地内南側のウォーターワールド予定地に流入さ

せ、同地内を経由させることで、SSの除去を行う計画である。また、コンクリート打設等に

伴うアルカリ性の排水は pH 調整を行った後にウォーターワールドを経由して既設の余水吐

より放流する計画である。 

・工事の実施にあたりコアジサシの飛来が確認された場合には、「コアジサシ繁殖地の保全・配

慮指針」（平成 26年、環境省自然環境局野生生物課）に基づき、防鳥ネットによる被覆等の

営巣防止策を実施する。また、営巣が確認された場合には、付近を原則立入禁止とする等、

配慮、対策を行う。 

・夢洲 1区の内水面付近は、2025年度末まで、草刈りなどの対策を大阪市等と調整し実施する

ことにより、裸地を利用する鳥類が利用できるよう検討する。 

・ウォーターワールドの沈殿池は地盤改良工事の予定がなく、浅場や羽休め等の休息の場とし

て 鳥類の利用が可能であると考えられる。また、ウォーターワールドの南東部は、工事で移

動させた底質土砂の一部等を大阪市と連携し適切な場所に戻し、水位を回復させることで浅

場となり、水辺を利用する鳥類が利用できるよう検討する。 

  

(2) 予測内容 

建設・解体工事（建設機械の稼働及び土地の改変・解体）における陸域生態系への影響につい

て、陸域生態系の現況及び関連する環境要素を踏まえ、上位性及び典型性注目種の生息環境、採

餌、繁殖への影響を予測した。予測内容は表 5.12.35に示すとおりである。 

 

表 5.12.35 予測内容 

予測項目 予測範囲・地点 予測時点 予測方法 

建設・解体工事（建設

機械の稼働及び土地

の改変・解体）による

陸域生態系への影響 

会場予定地及び（仮

称）舞洲駐車場予定

地とその周辺地域 

建設・解体工事中の影響

が最大となる時期 

現地調査結果、生態特性、事業計

画及び環境の保全及び創造のた

めの措置を踏まえた定性予測 

 

(3) 予測結果 

予測結果は表 5.12.36(1)～(12)に示すとおりである。 
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表 5.12.36(1) 上位性（チュウヒ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・    

解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

チュウヒ 

生息環境への影響 本種は会場予定地内外で確認されたが、冬季及び春季における

飛翔のみの確認であり繁殖に係わる行動は確認されなかった。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、

工事中においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの採

用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外へ

の影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するチュウヒの生

息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物はネズミ類、小鳥類及びカエル類等である

が、これらの動物は調査範囲において広く生息が確認されてい

る。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、

工事中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の上位性を代表するチュウヒの採餌に及ぼす影響は小

さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため開催期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するチュウヒの

繁殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.36(2) 上位性（チョウゲンボウ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の    

改変・解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

チョウゲンボウ 

生息環境への影響 本種は春季を除いて会場予定地内外で確認され、飛翔、とま

り、採餌が確認されたが繁殖に係わる行動は確認されなかったこ

とから、夢洲及び舞洲を採餌や休息等に利用していると考えられ

る。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、工事中

に野鳥園を利用することが可能と考えられる。また、夢洲 1 区の

内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を大阪市等と調整

することにより、裸地を利用する鳥類が利用できるよう検討す

る。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの採

用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外へ

の影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するチョウゲンボ

ウの生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物はネズミ類、小鳥類及び昆虫類であるが、

これらの動物は調査範囲において広く生息が確認されている。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、

工事中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の上位性を代表するチョウゲンボウの採餌に及ぼす影

響は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため工事期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するチョウゲン

ボウの繁殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.36(3) 上位性（ハヤブサ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・    

解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

ハヤブサ 

生息環境への影響 本種は春季を除いて会場予定地内外で確認され、飛翔、とま

り、採餌が確認されたが繁殖に係わる行動は確認されなかったこ

とから、夢洲及び舞洲を採餌や休息等に利用していると考えられ

る。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、工事中

に野鳥園を利用することが可能と考えられる。また、夢洲 1 区の

内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を大阪市等と調整

することにより、裸地を利用する鳥類が利用できるよう検討す

る。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの採

用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外へ

の影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するハヤブサの生

息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は中型の小鳥類であるが、これらの鳥類は

調査範囲において広く生息が確認されている。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、

工事中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の上位性を代表するハヤブサの採餌に及ぼす影響は小

さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため工事期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するハヤブサの

繁殖に及ぼす影響はないと予測される。 

  



673 

表 5.12.36(4) 上位性（ミサゴ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・解体）

に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性  

ミサゴ 

生息環境への影響 本種は会場予定地内外及び（仮称）舞洲駐車場予定地内外で広

く確認されたが繁殖に係わる行動は確認されなかった。 

本種は会場予定地外、（仮称）舞洲駐車場予定地外で確認されて

いること及び近隣の野鳥園において確認されていることから、工

事中においてもこれらの場所を休息等に利用することが可能と考

えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの採

用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外へ

の影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するミサゴの生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は魚類であるが、魚類は事業計画地周辺海

域において広く生息が確認されている。 

工事中の雨水等は、会場予定地内南側のウォーターワールド予

定地に流入させ、同地内を経由させることで、SS の除去を行う計

画である。また、コンクリート打設等に伴うアルカリ性の排水は

pH 調整を行った後にウォーターワールドを経由して既設の余水吐

より放流する計画である。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するミサゴの採餌

に及ぼす影響は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため工事期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認さ

れなかったことから、陸域生態系の上位性を代表するミサゴの繁

殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.36(5) 上位性（アオサギ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・    

解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性 

アオサギ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外の開放水面、水

際部及び湿地で広く確認され、舞洲では（仮称）舞洲駐車場予

定地外で広く確認された。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることか

ら、工事中に野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開

放水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及

び振動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振

動型を使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮

光フードの採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による

事業計画地外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の上位性を代表するアオサギの

生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主な餌生物は昆虫、両生類、魚類、甲殻類やネズミ等

の小哺乳類であるが、これらの動物は調査範囲において広く生

息が確認されている。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることか

ら、工事中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えら

れる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動

の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フ

ードの採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業

計画地外への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地

の周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測さ

れ、陸域生態系の上位性を代表するアオサギの採餌に及ぼす影

響は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 9 月頃であるため工事期間と重なる

が、現地調査において本種の営巣及び繁殖に係わる行動は確認

されなかった。また、会場予定地、（仮称）舞洲駐車場及びその

周辺には本種の営巣に適した高木の針葉樹や落葉広葉樹の樹林

は存在しないことから、陸域生態系の上位性を代表するアオサ

ギの繁殖に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.36(6) 典型性（カモ類）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・解体）

に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

カモ類 

生息環境への影響 カモ類は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞

洲駐車場予定地内外の開放主面で、特に冬季に広く確認された。 

会場予定地外の夢洲 1 区の内水面やウォーターワールドの沈殿

池においては、工事中も水辺を利用することが可能と考えられ

る。また、カモ類は近隣の野鳥園において確認されていることか

ら、工事中においても野鳥園を利用することが可能と考えられ

る。さらに、ウォーターワールドの整備においては、関係機関な

どと調整し、水辺を利用する鳥類が利用できるよう検討する。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開放

水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するカモ類の生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 カモ類の主要な餌生物は水生植物や水生昆虫類等であるが、こ

れらの餌生物は調査範囲において広く確認されている。また、カ

モ類は近隣の野鳥園において確認されていることから、開催期間

中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息・生育環境への影響は小さいと予測

され、陸域生態系の典型性を代表するカモ類の採餌に及ぼす影響

は小さいと予測される。 

繁殖への影響 確認されたカモ類の多くは冬鳥または旅鳥であったが、現地調

査ではカルガモの雛鳥が確認された。この期間は、開催期間と重

なるが、本種の営巣に適した草地は事業計画地周辺にも存在する

ため、工事中にそれらの場所を利用して繁殖することも可能と考

えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の水際

部、湿地、草地、裸地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するカモ類の繁殖

に及ぼす影響はないと予測される。 
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表 5.12.36(7) 典型性（シギ・チドリ類）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の    

改変・解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

シギ・チドリ類 

生息環境への影響 シギ・チドリ類は、調査期間をとおして会場予定地内外及び

（仮称）舞洲駐車場予定地内外の水際部、湿地、裸地で広く確認

された。 

会場予定地外の夢洲 1 区の内水面では工事は行われず、シギ・

チドリ類は近隣の野鳥園において確認されていることから、工事

中においても夢洲 1 区の内水面や野鳥園を利用することが可能と

考えられる。また、夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈り

の実施等の対策を大阪市等と調整することにより、裸地を利用す

る鳥類が利用できるよう検討する。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開放

水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するシギ・チドリ

類の生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 シギ・チドリ類の主要な餌生物は昆虫類、貝類、ゴカイ類等で

あるが、これらの動物は調査範囲において広く生息が確認されて

いる。 

また、シギ・チドリ類は近隣の野鳥園において確認されている

ことから、工事中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考

えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するシギ・チドリ類の採餌に及ぼす影

響は小さいと予測される。 

繁殖への影響 シギ・チドリ類の繁殖期は 3 月から 7 月頃であるため工事期間

と重なるが、確認されたシギ・チドリ類の多くが旅鳥及び冬鳥で

ある。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の砂礫

地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の発生源となる建

設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用する。また、夜

間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの採用、照明器具の

適正配置により、夜間照明による事業計画地外への影響を低減す

る。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するシギ・チドリ

類の繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.36(8) 典型性（コアジサシ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・    

解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

コアジサシ 

生息環境への影響 本種は会場予定地内外で営巣及び抱卵が確認されたが、会場予

定地周辺の大阪湾岸域でも繁殖が確認されている。 

夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。また、本種は近隣の野鳥園において確認されて

いることから、工事中においても野鳥園を利用することが可能と

考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開放

水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するコアジサシの

生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は小型魚類であるが、小型魚類は事業計画

地周辺の調査海域において広く生息が確認されている。 

周辺海域では飛翔が確認され、採餌しているものと考えられ

る。工事中の雨水等は、会場予定地内南側のウォーターワールド

予定地に流入させ、同地内を経由させることで、SS の除去を行う

計画である。また、コンクリート打設等に伴うアルカリ性の排水

は pH 調整を行った後にウォーターワールドを経由して既設の余

水吐より放流する計画である。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺海域に生息する魚類の生息環境への影響はないと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するコアジサシの採餌に及ぼす影響は

ないと予測される。 

繁殖への影響 会場予定地内外の裸地で営巣及び抱卵が確認されたが、会場予

定地周辺の大阪湾岸域でも繁殖が確認されている。 

博覧会の工事では会場予定地外及び（仮称）舞洲駐車場予定地

外は改変しない。また、周辺海域では飛翔が確認され、採餌して

いるものと考えられるが、海域の工事は岸壁の小規模な工事に限

られ、本種が確認された周辺海域では実施しない。 

工事の実施にあたり飛来が確認された場合には、「コアジサシ

繁殖地の保全・配慮指針」（平成 26 年 環境省自然環境局野生生

物課）に基づき、防鳥ネットによる被覆等の営巣防止策を実施

し、営巣が確認された場合には、付近を原則立入禁止とする等、

配慮、対策を行っていくことにより影響が低減されると考えられ

る。また、工事関係者による工事区域外の砂礫地への不要な立ち

入りを禁止し、騒音及び振動の発生源となる建設機械は、可能な

限り低騒音型、低振動型を使用する。さらに、夜間工事は最小限

にとどめ、適切な遮光フードの採用、照明器具の適正配置によ

り、夜間照明による事業計画地外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するコアジサシの

繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.36(9) 典型性（ヒバリ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・解体）

に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

ヒバリ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞洲

駐車場予定地内外の草地や裸地で広く確認された。 

夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。また、本種は近隣の野鳥園において確認されて

いることから、工事中においても野鳥園を利用することが可能と

考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開放

水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するヒバリの生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は草の実や昆虫類等であるが、餌生物は調

査範囲において広く分布している。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、

工事中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するヒバリの採餌に及ぼす影響は小さ

いと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 7 月頃であるため工事期間と重なる

が、本種の営巣に適した草地は事業計画地周辺にも存在するた

め、工事中にそれらの場所を利用して繁殖することも可能と考え

られる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の水際

部、湿地、草地、裸地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するヒバリの繁殖

に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.36(10) 典型性（セッカ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・解体）

に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

セッカ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞洲

駐車場予定地内外の草地で広く確認された。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、工事中

においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開放

水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するセッカの生息

環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は昆虫類等であるが、昆虫類等は調査範囲

において広く生息が確認されている。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、工事中

に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するセッカの採餌に及ぼす影響は小さ

いと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 4 月から 9 月頃であるため工事期間と重なる

が、本種の営巣に適した草地は事業計画地周辺にも存在するた

め、工事中にそれらの場所を利用して繁殖することも可能と考え

られる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の水際

部、湿地、草地、裸地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するセッカの繁殖

に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.36(11) 典型性（オオヨシキリ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・    

解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

オオヨシキリ 

生息環境への影響 本種は、春季から秋季にかけて会場予定地内外及び（仮称）舞

洲駐車場予定地内外の草地で確認された。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、工事中

においても野鳥園を利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開放

水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するオオヨシキリ

の生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は昆虫類等であるが、昆虫類等は調査範囲

において広く生息が確認されている。 

本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、工事中

に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地の

周辺に生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、

陸域生態系の典型性を代表するオオヨシキリの採餌に及ぼす影響

は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 5 月から 8 月頃であるため工事期間と重なる

が、本種の営巣に適した草地は事業計画地周辺にも存在するた

め、工事中にそれらの場所を利用して繁殖することも可能と考え

られる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の水際

部、湿地、草地、裸地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するオオヨシキリ

の繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.36(12) 典型性（ハクセキレイ）予測結果（建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・

解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

ハクセキレイ 

生息環境への影響 本種は、調査期間をとおして会場予定地内外及び（仮称）舞洲

駐車場予定地内外の水際部、湿地、草地、裸地及び市街地で広く

確認された。 

夢洲 1 区の内水面付近においては、草刈りの実施等の対策を

大阪市等と調整することにより、裸地を利用する鳥類が利用でき

るよう検討する。また、本種は近隣の野鳥園において確認されて

いることから、工事中に野鳥園を利用することが可能と考えられ

る。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の開放

水面、水際部及び湿地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するハクセキレイ

の生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌生物は昆虫類であるが、昆虫類は調査範囲にお

いて広く生息が確認されている。 

また、本種は近隣の野鳥園において確認されていることから、

工事中に野鳥園を餌場として利用することが可能と考えられる。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の草

地、裸地、水際部への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振動の

発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を使用

する。加えて、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フードの

採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地外

への影響を低減する。 

以上のことから、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場の周辺に

生息する餌生物の生息環境への影響は小さいと予測され、陸域生

態系の典型性を代表するハクセキレイの採餌に及ぼす影響は小さ

いと予測される。 

繁殖への影響 本種の繁殖期は 5 月から 7 月頃であるため工事期間と重なる

が、本種の営巣に適した構造物の鉄骨の上、換気扇の中、軒下の

窪み等の人工的な環境は調査範囲に広く存在する。 

工事の実施にあたっては、工事関係者による工事区域外の水際

部、湿地、草地、裸地への不要な立ち入りを禁止し、騒音及び振

動の発生源となる建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動型を

使用する。また、夜間工事は最小限にとどめ、適切な遮光フード

の採用、照明器具の適正配置により、夜間照明による事業計画地

外への影響を低減する。 

以上のことから、陸域生態系の典型性を代表するハクセキレイ

の繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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(4) 評価 

① 環境保全目標 

建設・解体工事（建設機械の稼働、土地の改変・解体）に係る陸域生態系の環境保全目標は、

「環境への影響を最小限にとどめるよう、環境保全について配慮されていること」、「法令を遵

守するとともに、国、大阪府及び大阪市の自然環境に関する計画又は方針に定める目標の達成

と維持に支障を及ぼさないこと」、「事業計画地周辺の生態系に著しい影響を及ぼさないこと」

とし、本事業の実施が、会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地並びにその周辺に生息する

上位性注目種（チュウヒ、チョウゲンボウ、ハヤブサ、ミサゴ及びアオサギ）、典型性注目種（カ

モ類、シギ・チドリ類、コアジサシ、ヒバリ、セッカ、オオヨシキリ及びハクセキレイ）に及

ぼす影響について、予測結果を環境保全目標と照らし合わせて評価した。 

 

② 評価結果 

上位性(チュウヒ、チョウゲンボウ、ハヤブサ、ミサゴ及びアオサギ)並びに典型性（カモ類、

シギ・チドリ類、コアジサシ、ヒバリ、セッカ、オオヨシキリ及びハクセキレイ）に係る生息

環境、繁殖及び採餌への影響については、環境の保全及び創造のための措置を確実に実施する

ことにより影響は小さいと予測された。 

以上のことから、建設・解体工事に係る陸域生態系に及ぼす環境影響は、実行可能な範囲内

でできるかぎり回避または低減されており、環境保全目標を満足するものと評価する。 
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5.12.2 海域生態系 

1. 調査 

(1) 調査内容 

① 動植物その他の自然環境に係る概況 

既存資料調査及び現地調査により、動植物その他の自然環境に係る概況を調査した。 

② 地域を特徴づける生態系の注目種・群集の状況 

現地調査により、複数の注目種等の生態、他の動植物との関係または生息・生育環境の状況

を調査した。 

 

(2) 調査手法 

① 既存資料調査 

海域の動物相、植物相を把握するために使用した資料は表 5.12.37、地域を特徴づける生態

系の注目種に関する調査に使用した資料は表 5.12.38に示すとおりである。 

 

表 5.12.37 既存資料（海域動植物） 

No. 資料名 備考（対象とした場所および期間） 

1 
「大阪湾生き物一斉調査 情報公開サイト」 

（国土交通省近畿地方整備局） 

天保山および野鳥園臨港緑地 

（平成 24～30 年度） 

2 
「大阪港新島地区埋立事業及び大阪沖埋立処分場建設事業に係る

事後調査報告書」（大阪府） 

大阪沖埋立処分場 

（平成 25～31 年度報告書） 

3 
「処分場自然共生調査（海生生物生育状況調査）報告書」 

（大阪湾広域臨海環境整備センター） 

大阪沖埋立処分場 

（平成 24,26,28,30 年度報告書） 

4 「河川水辺の国勢調査」（国土交通省） 
淀川河口（平成 16～29 年度） 

※純淡水魚は除外した 

5 
「大阪湾における人工護岸の潮下帯付着生物相について」 

（大阪市立自然史博物館、2004） 
舞洲（平成 9 年 2～11 月調査） 

 

表 5.12.38 既存資料（地域を特徴づける生態系の注目種） 

資料名等 発行者等 
発行年月又は 

資料確認年月 

日本産魚類検索 全種の同定 第三版 東海大学出版会 平成 25 年 

「大阪湾の生き物図鑑」 

（地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所ホームページ） 

http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/zukan/zukan_database/ 

osakawanikimono/385c4e95fd0b200/935c4ea3da867a4.html 

大阪府 令和 3 年 6 月閲覧 

「スズキ」（大阪府ホームページ） 

http://www.pref.osaka.lg.jp/suisan/o-gyogyou/suzuki.html 
大阪府 令和 3 年 6 月閲覧 

主要対象生物の発育段階の生態的知見の収集・整理 報告 
社団法人全国豊かな海づ

くり推進協会 
平成 18 年度 
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② 現地調査 

「第 5章 5.10.2 海域動物」及び「第 5章 5.11.2 海域植物」の調査手法と同じとした。 

 

(3) 調査地域 

「第 5章 5.10.2 海域動物」及び「第 5章 5.11.2 海域植物」の調査地域と同じとした。 

 

(4) 調査期間 

「第 5章 5.10.2 海域動物」及び「第 5章 5.11.2 海域植物」の調査期間と同じとした。 

 

(5) 調査結果 

① 動植物その他自然環境の概況 

a. 既存資料調査 

確認された海域動物相及び植物相は「第 5 章 5.10.2 海域動物」及び「第 5 章 5.11.2 

海域植物」に示すとおりである。 

b. 現地調査 

調査地域における動植物その他の自然環境の概況は、表 5.12.39に示すとおりである。 

 

表 5.12.39 動植物その他自然環境の概況（現地調査） 

項目 確認種数 概況 

海 

域 

動 

物 

動物プラ

ンクトン 
11 門 15 綱 16 目 26 科 77 種 

橈脚亜綱のノープリウス幼生、Paracalanus parvus の

コペポダイト幼生、Favella taraikaensis、Acartia 

spp.のコペポダイト幼生、Oithona similis のコペポ

ダイト幼生 等が確認された。 

底生生物 6 門 7 綱 13 目 30 科 39 種 シノブハネエラスピオ、シズクガイ 等が確認された。 

付着生物 

（定量採取） 

12 門 17 綱 31 目 70 科 138 種 ムラサキイガイ、ウスカラシオツガイ、ヨーロッパフ

ジツボ 等が確認された。 （目視観察） 

8 門 9 綱 11 目 11 科 23 種 

魚卵稚仔 1 門 1 綱 3 目 9 科 11 種 
カタクチイワシ、ネズッポ科、ナベカ属、カサゴ、イ

ソギンポ、ハゼ科、コノシロ 等が確認された。 

漁業生物 3 門 4 綱 6 目 15 科 15 種 

カサゴ、マタナゴ、カタクチイワシ、シマイサキ、マ

サバ、キュウセン、スズキ、カワハギ、キジハタ、ガ

ザミ、キヒトデ、サンショウウニ 等が確認された。 

海 

域 

植 

物 

植物プラ

ンクトン 
6 門 9 綱 11 目 26 科 96 種 

Skeletonema costatum、タラシオシーラ科 等が確認

された。 

付着生物 

（定量採取） 

4 門 4 綱 4 目 5 科 8 種 
イトグサ属、アオサ属 等が確認された。 

（目視観察） 

4 門 4 綱 4 目 5 科 9 種 
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② 地域を特徴づける生態系の注目種・群集の状況 

a. 地域を特徴づける生態系 

(a) 動植物の生息・生育基盤の状況 

調査地域における海域動植物の生息・生育基盤である水象の状況は、「第 2章 2.3自

然環境の概要 2.3.3 水象」、水質の状況は、「第 5 章 5.3 水質」に示すとおりである。 

 

(b) 地域を特徴づける生態系の状況概要 

会場予定地は大阪湾岸エリアの中心にある大阪港に位置する人工島（夢洲）であり、

海域生態系を構成する主要な生息基盤は夢洲の「護岸」とその周辺の「浅海域」である。 

会場予定地の護岸は、直立ケーソンや穴あきスリットケーソンなどで構成されており、

護岸上では生産者としてイトグサ属やアオサ属等の付着植物が生育している。護岸上の

低次消費者としては主にムラサキイガイ、ウスカラシオツガイ、ヨーロッパフジツボ等

が生息しているが、これらの付着動物はいずれも懸濁物食者であることから、護岸上の

付着動物相は、周辺海域由来の懸濁性餌料に依存する消費者が卓越していると考えられ

る。護岸（護岸直下の海底面を含む）にはこれらの生物に加え、イシガニ等の甲殻類、キ

ヒトデ、サンショウウニ等の棘皮動物、カサゴ、マタナゴ及びキジハタ等の魚類が生息

している。このうちイシガニ及びキヒトデ等は、海底上では底生生物や脱落した付着生

物、護岸上では付着生物等を摂餌しているものと考えられる。護岸付近に生息するカサ

ゴ、マタナゴ及びキジハタ等の魚類は、護岸周辺の底生生物や付着生物、動物プランク

トン等を摂餌していると考えられるが、これらのうち、カサゴ、キジハタ等は魚食性で

あり、護岸において栄養段階の上位に位置する。 

会場予定地周辺の浅海域は、水深 15m 以浅の比較的平坦な海底地形であり、底質は主

にシルトであった。浅海域中では植物プランクトンの Skeletonema costatumやタラシオ

シーラ科などが主な生産者として確認され、これらの植物プランクトンは動物プランク

トンである橈脚亜綱のノープリウス幼生等に摂餌される。これらのプランクトンはカタ

クチイワシやネズッポ科等の稚仔魚やカタクチイワシ等にも摂食される。 

海底には多毛類のシノブハネエラスピオや二枚貝類のシズクガイなどの底生生物のほ

か、マナマコ等が生息しており、これらの動物は海底上に堆積したデトリタス（生物の

死骸や排泄物などが分解されて微粒子状になった有機物）や水中のプランクトン等を摂

食する。甲殻類のガザミはこれらの底生生物を、魚類のボラは底生生物に加えてデトリ

タス等も摂食し、浅海域に生息する動物の栄養段階の頂点に位置するスズキは護岸付近

も生息環境として利用しながら多様な魚介類を捕食している。 

海域生態系における食物連鎖の模式図は図 5.12.5に示すとおりである。 
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注：図中の下線の種は、注目種として選定した種を示している。 

 

図 5.12.5 会場予定地及びその周辺海域における食物連鎖の概要 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【植物プランクトン】 
Skeletonema costatum、 

タラシオシーラ科等 

護岸 浅海域 

【底生生物】 
シノブハネエラスピオ、 

シズクガイ等 

【魚類】 
カタクチイワシ 

等 

デトリタス 

堆積物等 

【付着動物】 
ムラサキイガイ、 

ウスカラシオツガイ、 

ヨーロッパフジツボ等 

【魚介類】 
（魚類以外） 

イシガニ、 

キヒトデ等 

【魚類】 
ボラ等 

【動物プランクトン】 
橈脚亜綱のノープリウス幼生、

Paracalanus parvusの 

コペポダイト幼生 

Favella taraikaensis  
Acartia spp.の 

コペポダイト幼生等 

 

【魚卵稚仔】 
カタクチイワシ、 

ネズッポ科等 

【魚類】 
キジハタ、カサゴ等

（魚食性） 

 

マタナゴ等 

【付着植物】 
イトグサ属、アオサ属等 

海域の生態系 

生息・生育 
基盤 

生産者等 

高次 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消費者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
低次 

【魚類】 
スズキ等 

【魚介類】 
（魚類以外） 

ガザミ等 

【魚介類】 
（魚類以外） 

マナマコ等 
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b. 地域を特徴づける生態系の注目種 

地域を特徴づける生態系の注目種・群集の抽出にあたっては、表 5.12.40に示す上位性、

典型性、特殊性の観点から調査地域の生態系の特性を効率的かつ効果的に把握できるよう

な種・群集を抽出した。 

生態系の観点から指標となりうる種（同様な生息・生育場所や環境条件要求性をもつ種

群を代表する種）の生息基盤別の生息状況は表 5.12.41、抽出した注目種及びその選定理

由は、表 5.12.42 に示すとおりである。なお、調査地域には特殊な環境は存在しないこと

から特殊性の観点からは選定しなかった。 

 

表 5.12.40 注目種・群集の選定の観点 

区分 内 容 

上位性 

一般的には肉食の動物で、生息する個体数は少ないが、個体のサイズが大きく、

移動能力に優れている。陸上では猛禽類、大型哺乳類などが代表的であるが、海

域の環境に限れば魚食性魚類などもこれに含まれる。地域の食物連鎖を考慮し、

食物連鎖における上位種を選定する。 

典型性 

一般的には食物連鎖における生産者や低次の消費者であり、植物やそれらを食す

る低次の動物で、生息する個体数は多い。地形や生物相の分布状況や分布域の利

用状況、食物連鎖等に基づき、地域の生態系を特徴づける典型種を選定する。 

特殊性 
地域においてまれな環境、自然性が高く脆弱な環境などに生息・生育し、その特

殊な環境と結びつきが強い生物であるとの観点より選定する。 

出典：「港湾分野の環境影響評価ガイドブック」（一般財団法人みなと総合研究財団、平成 29 年） 

 

表 5.12.41 生態系の観点から指標となりうる種の生息・生育基盤別の生息・生育状況 

生態系区分 
生息・生育基盤 

の種類 
上位性の種 典型性の種等 特殊性の種 

海域の生態系 
護岸 キジハタ 

ムラサキイガイ 

ウスカラシオツガイ 

カサゴ 

－ 

浅海域・護岸 スズキ シノブハネエラスピオ － 

注：表中の下線で示した種等は、注目種として選定した種等を示している。 

 

表 5.12.42 注目種の選定理由 

地域を特徴 

づける生態系 
区分 分類群 注目種 抽出の理由 

海域の生態系 

上位性 魚類 スズキ 

生活史において汽水～淡水域を利用

し、淀川及び大和川河口域から会場予定

地周辺海域の生態系において栄養段階の

上位に位置する主要な魚類であるため。 

典型性 多毛類 シノブハネエラスピオ 

会場予定地周辺海域において高密度で

生息していることが確認され、シノブハ

ネエラスピオを代表とする多毛類は海底

の堆積物食者であると同時に魚類の餌資

源であり、生態系の重要な役割を担って

いるため。 
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c. 注目種の生態的特性及び現地調査における確認状況 

(a) 上位性・スズキ 

地域を特徴づける生態系の上位性に選定されたスズキの生態特性は表 5.12.43、現地

調査における確認状況は表 5.12.44に示すとおりである。 

スズキは、会場予定地周辺海域において春季に囲刺網によって捕獲された。捕獲個体

数は、計 1個体であった。 

 

表 5.12.43 海域の生態系におけるスズキの生態特性 

注目種 

区分 
注目種 項目 特徴 

上位性 スズキ 

生息基盤の 

利用状況 

・既存資料調査及び現地調査の結果から、大阪湾を広く回遊していると

考えられる。 

一般習性 

食性 

・北海道沿岸、青森県～九州北西岸の日本海・東シナ海沿岸、青森県～

日向灘の太平洋沿岸、瀬戸内海 

・大阪湾では多い魚である。 

・岩礁～内湾。若魚は汽水域～淡水域に侵入。 

・大阪湾では、孵化した稚魚は淀川や大和川などの河口の汽水域で生活

し､秋頃に湾内の深みへ移動する。 

・海と川を行き来するため、かつての大規模な公害発生時には大きな影

響を受けて漁獲が減少したが，その後は立ち直って安定した漁獲が続

いている。 

・夕方～夜および早朝に活動し、エビや魚、ゴカイなどを食べるが、大

きくなるほど魚を食べる割合が増加し、夏は魚を、冬はエビを多く食

べる。ロープにつく小さなワレカラ（甲殻類）や泥底に棲むヨツバネ

スピオ類（ゴカイ類）を大量に食べることがある。 

繁殖 

・産卵場は、一般に地形的に入り組んだ湾入部、外海に面した内湾水と

外海水との境界付近、外海側の高水温、高塩分域に形成されることが

多い。大阪湾では比較的外洋水の影響を受ける湾口部。 

・繁殖期は冬で、大阪湾では 12 月頃寒波が来ると沿岸を離れ、湾南部沖

に集まり、12 月中旬から翌年 1 月下旬に産卵する。 

食物連鎖上 

の関係及び 

共生の関係 

・当該海域の生態系では、大阪湾に生息するゴカイ類、甲殻類及び魚類

等を餌資源としていると考えられる。 

出典：「日本産魚類検索 全種の同定 第三版」（東海大学出版会、平成 25 年） 

「大阪湾の生き物図鑑」（地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所ホームページ 令和 3 年 6 月

閲覧） 

http://www.kannousuiken-

osaka.or.jp/zukan/zukan_database/osakawanikimono/385c4e95fd0b200/935c4ea3da867a4.html 

「大阪の漁業・漁港 スズキ」（大阪府ホームページ 令和 3 年 6 月閲覧） 

http://www.pref.osaka.lg.jp/suisan/o-gyogyou/suzuki.html 

「主要対象生物の発育段階の生態的知見の収集・整理 報告」（社団法人全国豊かな海づくり推進協会、平成

18 年） 

 

  

http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/zukan/zukan_database/osakawanikimono/385c4e95fd0b200/935c4ea3da867a4.html
http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/zukan/zukan_database/osakawanikimono/385c4e95fd0b200/935c4ea3da867a4.html
http://www.pref.osaka.lg.jp/suisan/o-gyogyou/suzuki.html
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表 5.12.44 スズキの季別捕獲個体数 

調査時期 

項目 

令和 

元年度 
令和 2 年度 

合計 
冬季 

（2 月） 

春季 

（4 月） 

夏季 

（8 月） 

秋季 

（10 月） 

総捕獲個体数 － 1 － － 1 

 囲刺網 － 1 － － 1 

 刺網（三枚網） － － － － － 

注：1. 各地点における囲刺網、刺網（三枚網）の捕獲個体数は、季別総捕獲個体数の内数である。 

2. 「－」は、確認されなかったことを示す。 
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(b) 典型性・シノブハネエラスピオ 

地域を特徴づける生態系の典型性に選定されたシノブハネエラスピオの生態特性は表

5.12.45、現地調査における季別出現密度は表 5.12.46に示すとおりである。 

 

表 5.12.45 シノブハネエラスピオの生態特性 

注目種 

区分 
注目種 項目 特徴 

典型性 シノブハネ

エラスピオ 

生息基盤の 

利用状況 

・現地調査の結果から、会場予定地周辺の浅海域に広く生息していると考え

られる。 

生息環境 

一般習性 

・日本各地の水深 20m 以浅域をおもな生息域とする。 

・大阪湾では、水深 20m 以浅の比較的浅い海域に限って生息しており、特に

10m 以浅域で高密度となることが多い。生息密度はしばしば 1,000 個体/m2

を越える。生息域の底質は砂質から泥質に至る広い範囲に及んでいる。 

・溶存酸素量の低下に対して強い抵抗力を持つ。 

・着底後の成長が速やかで、一部のベントスの衰退・死滅により生じた餌的、

場所的な空白地を素早く利用できる。 

・食性は表層堆積物食者である。 

繁殖 

・産卵期は 6 月下旬以降に始まり、その後約 2 ヶ月間続くものと推定される。

幼生の浮遊期間は約 1 ヶ月と考えられる。 

・7 月下旬から 9 月上旬にかけて幼若個体の加入がある。成長は 10 月頃まで

続き、冬季の休止期を経て 4月頃から再び成長を開始する。 

・夏季であれば受精後 2 ヶ月程度の小型個体でも性的な成熟を示す。 

・本種の寿命は約 1 年である。 

食物連鎖上 

の関係及び 

共生の関係 

・海底の表層堆積物を餌としているが、魚類等の主要な餌生物としても海域

生態系において重要な機能を果たしている。 

出典：「西日本周辺海域に生息する Paraprionospio属(多毛類:スピオ科)4typeの形態的特徴と分布について」（玉井恭一，

南西海区水産研究所業績 第 105 号（1980）） 

「大阪湾におけるスピオ科の多毛類 Paraprinospio sp.(A 型)個体群の季節変動と成長」（玉井恭一，日本水産学会

誌,48(3),401-408(1982)） 
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d. 現地調査 

(a) 調査内容 

現地調査の調査地域、地点、期間及び方法は、「5.10.2 海域動物」に示すとおりであ

る。 

 

(b) 調査結果 

ア. 生息状況調査 

（ア） 季節別の生息状況 

シノブハネエラスピオの季別出現個体数密度は表 5.12.46、季別湿重量は表 5.12.47

に示すとおりである。 

シノブハネエラスピオは、いずれの調査地点においても通年確認された。個体数密

度及び湿重量は、地点 1と地点 3では冬季と秋季に大きく、春季～夏季に小さい傾向

がみられたが、最も北側に位置する地点 2では春季においても比較的大きい傾向であ

った。 

 

表 5.12.46 シノブハネエラスピオの季別出現個体数密度 

（単位：個体/m2） 

調査時期 

 

 

項目 

令和 

元年度 
令和 2 年度 

平均 

冬季 春季 夏季 秋季 

地点１ 2,640 450 280 2,440 1,453  

地点２ 2,000 1,730 340 1,730 1,450  

地点３ 3,040 210 740 2,550 1,635  

平均 2,560 797 453 2,240 1,513 

 

表 5.12.47 シノブハネエラスピオの季別湿重量 

（単位：g/m2） 

調査時期 

 

 

項目 

令和 

元年度 
令和 2 年度 

平均 

冬季 春季 夏季 秋季 

地点１ 46.4 17.4 1.3 31.6 24.2 

地点２ 36.8 73.2 4.4 24.4 34.7 

地点３ 41.6 6.8 2.6 35.8 21.7 

平均 41.6 32.5 2.8 30.6 27.0 
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2. 建設・解体工事（土地の改変・解体）に伴う影響の予測・評価 

(1) 環境の保全及び創造のための措置 

・会場予定地周辺海域において、浚渫及び埋立は行わない。 

・工事中の雨水等は、会場予定地内南側のウォーターワールド予定地に流入させ、同地内を経

由させることで、SSの除去を行う計画である。また、コンクリート打設等に伴うアルカリ性

の排水は pH 調整を行った後にウォーターワールドを経由して既設の余水吐より放流する計

画である。 

 

(2) 予測内容 

建設・解体工事（土地の改変・解体）における海域動物の重要な種への影響について、現地調

査結果、生態特性、事業計画及び環境の保全及び創造のための措置を踏まえて、上位性及び典型

性注目種の生息環境、採餌、繁殖への影響を予測した。予測内容は、表 5.12.48に示すとおりで

ある。 

 

表 5.12.48 予測内容 

予測項目 予測範囲・地点 予測時点 予測方法 

建設・解体工事による

海域生態系への影響 
会場予定地周辺海域 

建設・解体工事中の影響

が最大となる時期 

現地調査結果、生態特性、事業計

画及び環境の保全及び創造のた

めの措置を踏まえた定性予測 

 

(3) 予測結果 

予測結果は表 5.12.49(1)、(2)に示すとおりである。 
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表 5.12.49(1) 上位性（スズキ）予測結果（建設・解体工事中（土地の改変・解体）に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

上位性 スズキ 生息環境への影響 本事業では本種の主要な生息環境である浅海域の浚渫や埋

立は行わない。工事中の雨水等は、会場予定地内南側のウォ

ーターワールド予定地に流入させ、同地内を経由させること

で、SS の除去を行う計画である。また、コンクリート打設等

に伴うアルカリ性の排水は pH 調整を行った後にウォーターワ

ールドを経由して既設の余水吐より放流する計画である。こ

れらの措置を前提とした水質に係る予測結果より、水質の変

化の程度は小さいと予測された。 

以上のことから、海域生態系の上位性を代表するスズキの

生息環境に及ぼす影響は小さいと予測される。 

採餌への影響 本種の主要な餌動物はエビ類、魚類及びゴカイ類である

が、本事業では本種の主要な採餌環境である浅海域の浚渫や

埋立は行わない。また、工事中の排水については、環境の保

全及び創造のための措置を講じることにより、工事中におけ

る水質の変化の程度は小さいと予測された。 

以上のことから、本種の餌動物の生息環境に及ぼす影響は

小さいと考えられ、海域生態系の上位性を代表するスズキの

採餌に及ぼす影響は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本種の産卵場は、大阪湾では比較的外洋水の影響を受ける

湾口部とされているが、本事業では当該海域での工事は行わ

ない。本種の繁殖期は冬季であり、大阪湾では 12 月頃寒波が

来ると沿岸を離れて湾南部沖に集まり、12 月中旬から翌年 1

月下旬に産卵する。建設・解体工事は本種の繁殖期にも行わ

れるが、工事中の排水については、環境の保全及び創造のた

めの措置を講じることにより、工事中における水質の変化の

程度は小さいと予測されたため、産卵期における影響は小さ

いと考えられる。 

以上のことから、海域生態系の上位性を代表するスズキの

繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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表 5.12.49(2) 典型性（シノブハネエラスピオ）予測結果（建設・解体工事中（土地の改変・解体）

に伴う影響） 

注目種 予測項目 予測結果 

典型性 

シノブハネエラスピオ 

生息環境の変化 本事業では本種の主要な生息環境である浅海域の浚渫や埋

立は行わない。工事中の雨水等は、会場予定地内南側のウォ

ーターワールド予定地に流入させ、同地内を経由させること

で、SS の除去を行う計画である。また、コンクリート打設等

に伴うアルカリ性の排水は pH 調整を行った後にウォーターワ

ールドを経由して既設の余水吐より放流する計画である。こ

れらの措置を前提とした水質に係る予測結果より、水質の変

化の程度は小さいと予測された。 

以上のことから、海域生態系の典型性を代表するシノブハ

ネエラスピオの生息環境に及ぼす影響は小さいと予測され

る。 

採餌への影響 本種の主要な餌は海底の表層堆積物であるが、本事業では

本種の主要な採餌環境である浅海域の浚渫や埋立は行わな

い。工事中の排水については、環境の保全及び創造のための

措置を講じることにより、工事中における水質の変化の程度

は小さいと予測された。 

以上のことから、本種の主要な餌となるデトリタス（生物

の死骸や排泄物などが分解されて微粒子状になった有機物）

の海底への堆積に及ぼす影響は小さいと考えられ、海域生態

系の典型性を代表するシノブハネエラスピオの採餌に及ぼす

影響は小さいと予測される。 

繁殖への影響 本事業では本種の主要な繁殖場所である浅海域の浚渫や埋

立は行わない。本種の産卵期は 6 月下旬以降に始まり、その

後約 2 ヶ月間続くものと推定されており、幼生の浮遊期間は

約 1 ヶ月とされている。 

建設・解体工事期間は本種の繁殖期と重なるが、環境の保

全及び創造のための措置を講じることにより、工事中におけ

る水質の変化の程度は小さいと予測されたため、産卵期及び

幼生の浮遊期間における影響は小さいと考えられる。 

以上のことから、海域生態系の典型性を代表するシノブハ

ネエラスピオの繁殖に及ぼす影響は小さいと予測される。 
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(4) 評価 

① 環境保全目標 

建設・解体工事（土地の改変・解体）に係る海域生態系の環境保全目標は、「環境への影響を

最小限にとどめるよう、環境保全について配慮されていること」、「法令を遵守するとともに、

国、大阪府及び大阪市の自然環境に関する計画又は方針に定める目標の達成と維持に支障を及

ぼさないこと」、「事業計画地周辺の生態系に著しい影響を及ぼさないこと」とし、本事業の実

施が及ぼす影響について、予測結果を環境保全目標と照らし合わせて評価した。 

 

② 評価結果 

上位性(スズキ)及び典型性（シノブハネエラスピオ）に係る生息環境に対する影響について

は、環境の保全及び創造のための措置を確実に実施することにより影響は小さく、採餌及び繁

殖への影響については、採餌特性、繁殖特性及び環境の保全及び創造のための措置を踏まえて

検討した結果、影響は小さいと予測された。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）に係る海域生態系に及ぼす環境影響

は、実行可能な範囲内でできるかぎり回避または低減されており、環境保全目標を満足するも

のと評価する。 

 


